
　図のように，なめらかで水平な床の上に，質量 2m [kg] で厚さが一定の物体Bがある。Bの上面の左端の点Pに　　

質量mの小物体Aを置き，伸び縮みしない軽い糸で滑車を介して質量mのおもりCにつないだ。このとき，Aと滑車の

間の糸は水平である。AとBを時刻 t＝0 sで静かにはなすと，Aは加速度の大きさa [m/s2] で水平右向きに，Bは加速度の

大きさb [m/s2] で水平右向きに，Cは加速度の大きさaで鉛直下向きに動き始めた。糸の張力の大きさはT [N] とし，　

重力加速度の大きさをg [m/s2]，AとBとの間の動摩擦係数をmとする。AはBの上をすべっており，Bは床の上を　　

すべっているときの運動について，下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　力と加速度はＡとCがそれぞれ運動する向きを正として，ＡとCの運動方程式をそれぞれかけ。 

⑵　aをm，gを用いて表せ。 

⑶　Tをm，m，gを用いて表せ。 

⑷　bをm，gを用いて表せ。 

⑸　時刻 tにおけるAのPからの距離を t，m，gを用いて表せ。 

 

 

 

物 理 （１／３）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

１日目

【１】

C

A 糸 滑車
床BP



　図のように，水平面の左右に斜面がなめらかにつながっており，どの面もなめらかである。質量 m [kg] の小物体A

を，水平面からの高さ4d [m] である左斜面上の点Pから静かにはなしたところ，Aは左斜面と水平面をすべり，水平面

上に静止している質量 M [kg] の小物体Bに一直線上で正面衝突した。衝突後，Bは右向きに運動し，右斜面をすべり

上がって，到達した最高点は点Qであり，Qの水平面からの高さはd であった。 

　AとBの衝突は弾性衝突（反発係数は1）であり，水平右向きを正として，衝突直前のAの速度はv0 [m/s]，Bの速度は

0 m/s，衝突直後のAの速度は v [m/s]，Bの速度は V [m/s] とする。重力加速度の大きさをg [m/s2] として，下の問い

に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　v0とV の大きさをdとgを用いてそれぞれ表せ。 

⑵　AとBの衝突前後での運動量保存則の式をm，M，v0，v，Vを用いて表せ。 

⑶　反発係数の式より，1＝－  である。この式と運動量保存則の式より，Vをm，M，v0を用いて表せ。 

⑷　Mはmの何倍か数値で求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

　図のように，2.0 Ω の抵抗A，3.0 Ω の抵抗B，出力電圧を変えることができる直流電源E，可変抵抗X，9.0 Vの　

直流電源で回路をつくった。下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　Eの出力電圧とXの抵抗値を調節したところ，Aに電流は流れず，Bに2.0 A の電流が流れた。次の問いに答えよ。 

　⒜　Eの出力電圧を求めよ。 

　⒝　Xの抵抗値を求めよ。 

⑵　Eの出力電圧を1.0 V にして，Xの抵抗値を調節したところ，Bに1.0 A の電流が流れた。次の問いに答えよ。 

　⒜　Aを流れる電流を求めよ。 

　⒝　Xの抵抗値を求めよ。

v－V 
v0－0

物 理 （２／３）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

１日目

【２】

【３】
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　波に関する次の問いに答えよ。 

 

⑴　図Ⅰのように，x軸の正の向きに進む正弦波がある。実線は時刻 0 s における波の波形を表しており，破線は　　
時刻 0.20 s の波形を表している。時刻 0 s で点Pにあった山は時刻 0.20 s で点Qの位置まで進んだ。この波の波長，

速さ，周期を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵　正の変位を持つ三角波と，負の変位を持つ三角波が x軸の正の向きに，それぞれ速さ2.0 m/sと1.0 m/sで進んで
いる。図Ⅱは，時刻 t＝0 s における，この2つの三角波の位置 x  [m] と変位 y [m] の関係を表すグラフである。下の　

問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　⒜　t＝3.0 s のときの2つの三角波の合成波の波形を解答欄に図示せよ。 

　⒝　x＝8.0 mでの2つの三角波の合成波の変位 y と時刻 t の関係を表すグラフを解答欄に図示せよ。

物 理 （３／３）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

１日目

【４】
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物理解答用紙

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）
総点

１日目

【１】
⑴

⑵ ⑶

⑷ ⑸

Aの運動方程式 
 
 

Cの運動方程式 
 
 

[m/s2]

[m/s2]

[N]

[m]

【２】
⑴

⑵

⑶ ⑷

v0の大きさ 
 
 

[m/s]

[m/s] 倍

Vの大きさ 
 
 

[m/s]

【３】
⑴ ⑵

⒜ ⒝ ⒜ ⒝

V Ω A Ω

【４】
⑴

⑵
⒜ ⒝

波長 
 
 

m

速さ 
 
 

m/s

周期 
 
 

s

x [m]

y [m]

－2

O

2

2 4 6 8 10 t [s]

y [m]

－2

O

2

1 2 3 4 5



　図Ⅰのように，天井に固定された軽い滑車に軽くて伸び縮みしない糸を通し，その両端に質量 m [kg] の物体Aと　　　　

質量 2m の物体Bをつるし，Aにばね定数 k [N/m] の軽いばねで質量 m の物体Cをつるした。A，B，Cは図Ⅰの状態
で静止し，ばねは自然長から d [m] だけ伸びた。 

　図Ⅰの状態から，Aを手で固定し，Cを鉛直下向きにもう一方の手で押し下げて，図Ⅱのように，ばねを自然長から 

x [m] （x＞d） だけ伸ばして，静かに両手を同時にはなすと，A，B，Cはそれぞれ運動を始めた。重力加速度の大きさを

g [m/s2] として，下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　図Ⅰにおいて，糸の張力の大きさをm，gを用いて表せ。 
⑵　d をm，g，k を用いて表せ。 

⑶　図Ⅱの状態から両手をはなした直後，糸が張ったままの状態でAは鉛直下向きに運動し，Bは鉛直上向きに運動し　

始めた。手をはなした直後の運動について，次の問いに答えよ。 

　⒜　糸の張力の大きさを T [N]，AとBの加速度の大きさをa [m/s2] として，AとBの運動方程式をそれぞれかけ。

ただし，加速度と力は，それぞれ運動し始めた向きを正とする。 

　⒝　x＝4d のとき，a をm，k，gより必要なものを用いて表せ。 

物 理 （１／４）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

２日目

【１】
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物 理 （２／４）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

２日目

【２】　図のように，時刻 0 s になめらかで水平な床からの高さh [m] の点Oから小球を水平右向きに速さv [m/s] で投げ出した。

小球は床に点Pで衝突し，点Qまで跳ね上がった。Qは衝突後の最高点である。重力加速度の大きさを g [m/s2]，床と

小球との間の反発係数を e （0 ＜ e ＜ 1） として，下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　小球がPに達する時刻を求めよ。 

⑵　OP間の水平距離を求めよ。 

⑶　小球がPに達する直前の速さを求めよ。 

⑷　小球がPで跳ね上がった直後の速度の水平成分と鉛直成分の大きさをそれぞれ求めよ。 

⑸　Qの床からの高さを求めよ。 

 

 

P

Q

O

床

v

h



　図Ⅰは，2.0 Ω の抵抗に 20 V の電池と電流計を接続した回路である。図Ⅱは，図Ⅰの回路に 0.50 Ω の抵抗を　　

並列に接続した回路である。図Ⅲは，図Ⅰの回路に 0.50 Ω の抵抗を直列に接続した回路である。図Ⅳは，図Ⅰの回路
に可変抵抗Rを直列に接続した回路である。下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　図Ⅰにおいて，電流計が示す値を求めよ。 
⑵　図Ⅱにおいて，電流計が示す値は ⑴ の何倍か。 
⑶　図Ⅲにおいて，2.0 Ωの抵抗にかかる電圧は，図Ⅰの 2.0 Ω の抵抗にかかる電圧の何倍か。 

⑷　図Ⅳにおいて，Rの抵抗値が r [Ω] のとき，Rの消費電力をr を用いて表せ。また，r＝ 2.0  Ω のときのRの　　　

消費電力を数値で求めよ。

物 理 （３／４）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

２日目

【３】
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　図のように，断熱材でおおわれた金属容器がある。液体の比熱を求めるために，容器の中に40 Wの電熱線を入れて，

［実験Ⅰ］と［実験Ⅱ］を行った。熱のやり取りは電熱線と液体および金属容器の間でのみ行われ，電熱線の熱容量は無視
できるものとして，下の問いに答えよ。 

 

［実験Ⅰ］　液体100 gを容器に入れて，温度を一定にした後，電熱線に電流を70秒間流したところ，液体と金属容器

の温度は10℃ 上昇した。 

［実験Ⅱ］　［実験Ⅰ］の液体100 gに同じ液体280 gを加え，よくかきまぜて温度を一定にした後，電熱線に電流を　

210秒間流したところ，液体と金属容器の温度は10℃ 上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴　［実験Ⅰ］と[実験Ⅱ］で，電熱線で発生したジュール熱をそれぞれ求めよ。 
⑵　液体の比熱と金属容器の熱容量をそれぞれ求めよ。 

物 理 （４／４）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

２日目

【４】

断熱材
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物理解答用紙

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）
総点

２日目

【１】
⑴ ⑵

⑶

⑶
⒝

⒜

[N] [m]

Aの運動方程式 
 
 

[m/s2]

Bの運動方程式 
 
 

【２】
⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

[s]

水平成分の大きさ 
 
 

[m/s]

鉛直成分の大きさ 
 
 

[m/s]

[m]

[m] [m/s]

【３】
⑴ ⑵ ⑶ ⑷

A 倍 倍

消費電力 
 
 
 

[W]

r＝2.0 Ω のとき 
 
 
 

W

【４】
⑴ ⑵

実験Ⅰ 
 
 

J

実験Ⅱ 
 
 

J

比熱 
 
 

J/(g•K)

熱容量 
 
 

J/K



物理（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

物理（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【1】 ⑴

Ａの運動方程式

ma＝T－μmg

Ｃの運動方程式

ma＝mg－T

⑵ ⑶

1-μ
2

g [m/s2]
1+μ
2

mg [N]

⑷ ⑸

μg
2

[m/s2]
1-2μ
4

gt 2 [m]

【2】 ⑴

v0 の大きさ

 2 2gd
[m/s]

V の大きさ

2gd
[m/s]

⑵

mv 0 ＋ M ∙０=mv ＋ MV

⑶ ⑷

2m
m+M v 0 [m/s] 3 倍

【3】 ⑴ ⑵
⒜ ⒝ ⒜ ⒝

6.0 Ⅴ 1.5 Ω 1.0 Ａ 3.0 Ω

【4】 ⑴

波長

1.2 
m

速さ

2.0 
m/s

周期

0.60 
s

⑵
⒜ ⒝

2 4 6 8 102 4 6 8 10 x［m］

y［m］

2

O

−2

1 2 3 4 51 2 3 4 5 t［s］

y［m］

2

O

−2

第 k 群には 2k－1個の項が含まれているので，第 1群から第 m－1群までには
m－1

∑
k＝1

（2k－1）＝ 2・
1
2

m（m－1）－（m－1）＝ m2－2m＋1

より，m2－2m＋1個の項がある。したがって，第 m 群の最初の数は数列｛an｝全体の

第 m2－2m＋2項となる。　　……（答）

⑴

⑴の結果より，a110 が第 m 群に含まれていれば

m2－2m＋2≦ 110 ＜（m＋1）2－2（m＋1）＋2

を満たしていなければならない。ここで，上の不等式を

m2－2m＋2≦ 110　　かつ　　110 ＜（m＋1）2－2（m＋1）＋2

のように分けて，それぞれ整理すると

m（m－2）≦ 108　　かつ　　m2 ＞ 109

整数 m でこれを満たすのは m ＝ 11 のみだから，a110 は第 11 群に含まれる項である。

ゆえに，

a110 ＝
1

211－1 ＝
1
210 ＝

1
1024

　　……（答）

⑵

第 m 群に含まれる項の和が
2m－1
2m－1 なので，第 1群から第 m 群までの項の和を

Sm とすると，

 Sm ＝ 1＋
3
2
＋

5
4
＋

7
8
＋…＋

2m－1
2m－1

－）
1
2

Sm ＝
1
2
＋

3
4
＋

5
8
＋…＋

2m－3
2m－1 ＋

2m－1
2m

1
2

Sm ＝ 1＋（ 2
2
＋

2
4
＋

2
8
＋…＋

2
2m－1 ）－ 2m－1

2m

＝ 1＋
1－

1
2m－1

1－
1
2

－
2m－1
2m ＝ 1＋ 2（1－

1
2m－1 ）－ 2m－1

2m

＝ 3－
4
2m －

2m－1
2m ＝ 3－

2m＋3
2m

∴ Sm ＝ 6－
2m＋3
2m－1 　　……（答） ［6－

4m＋6
2m 等も可］

⑶

3

数学（一般前期　２日目）
薬学部

-88-



化学（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

化学（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【1】 ⑴
ア イ ウ エ

熱エネルギー 高 電気陰性度 直線状

⑵ ⒝

⑶
理由
共有結合による粒子間の結合力は，分子結晶の分子間にはたらくファンデルワールス力による分子間力よりも非常に強いため。

共有結合の結晶

【2】 ⑴ NaOH＋CH3COOH → CH3COONa＋H2 O

⑵
指示薬 滴定前の溶液の色 中和点での溶液の色

フェノールフタレイン 赤 無

⑶ 15.0 mL

⑷ 逆滴定

⑸ 224 mL

【3】

⑴

a b c d e

8 16 16 2 酸化マンガン
（MnO2）

f g h i j

O3 紫外線 無声 淡青 酸化

⑵ 2KClO3 → 2KCl＋3O2

⑶
理由

⑷ 3.0 mol

⑸ 2KI＋O3＋H2 O　→ I2＋2KOH＋O2

水上置換

1 5 10 15

酸 素 は 水 に 溶 け に く く ， ま た 空 気
16 20 25 30

の 混 入 の お そ れ が 無 い た め 。

【4】

⑴

（ア） （イ） （ウ）

名称 ナトリウムエトキシド ジエチルエーテル エテン（エチレン）

構 造 式 CH3CH2ONa CH3CH2OCH2CH3

H H
C C＝

H H

（エ） （オ） （カ）

名称 酢酸 無水酢酸 アセトン

構 造 式
CH3C-OH

O

H3C-C-O-C-CH3

O O

CH3 -C-CH3

O

⑵ ① ｂ ② ｃ

⑶ 化合物の記号 カ 反応名 ヨードホルム反応

-91-

物理（一般前期　２日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【2】 ⑴ ⑵ ⑶

2h
g  [s] v 2h

g  [m] v 2 ＋ 2gh  [m/s]

⑷ ⑸

水平成分の大きさ

v
[m/s]

鉛直成分の大きさ

e 2gh
[m/s]

e 2h [m]

【3】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷

10 A 5.0 倍 0.80 倍

消費電力
400r

(r + 2)2

［W］

r ＝ 2.0 Ωのとき

50 
W

【1】 ⑴ ⑵

2mg
［N］

mg
k [m]

⑶
⒜

Ａの運動方程式

ma＝mg ＋ kx－T

Ｂの運動方程式

2ma＝T－2mg

⑶
⒝

g [m/s2]

【4】 ⑴ ⑵

実験Ⅰ

2.8 × 103

J

実験Ⅱ

8.4 × 103

J

比熱

2.0 

J/（g・K）

熱容量

80 

J/K

-90- -91-

物理（一般前期　２日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

物理（一般前期　２日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【2】 ⑴ ⑵ ⑶

2h
g [s] v 2h

g [m] v 2 ＋ 2gh [m/s]

⑷ ⑸

水平成分の大きさ

v
[m/s]

鉛直成分の大きさ

 e 2gh
[m/s]

e 2h [m]

【3】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷

10 A 5.0 倍 0.80 倍

消費電力
400r

(r + 2)2

［W］

r ＝ 2.0 Ωのとき

50 
W

【1】 ⑴ ⑵

2mg
［N］

mg
k [m]

⑶
⒜

Ａの運動方程式

ma＝mg ＋ kx－T

Ｂの運動方程式

2ma＝T－2mg

⑶
⒝

g [m/s2]

【4】 ⑴ ⑵

実験Ⅰ

2.8 × 103 

J

実験Ⅱ

8.4 × 103 

J

比熱

2.0 

J/（g・K）

熱容量

80 

J/K




